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１．はじめに 

都市圏における大規模な線路切換工事は、駅構内線路配線の

複雑化、列車本数の高密度化、列車運行管理システムの高機能

化が進んでおり、これらの機能を維持しながら実施するため、難

度の高い工事となっている。 

本稿では、平成 25 年 11 月 22 日（金）～24 日（日）にかけて実

施した品川駅改良（Ⅰ期）工事における第 3 回切換工事を通し、

当社の大規模線路切換工事に対するリスクマネジメントへの取り

組みについて報告する。 

２．工事概要 

 品川駅改良（Ⅰ期）工事おいては、全 5 回の線路切換工事

が計画されており、第3回切換工事が最大の施工規模となる。

第 3 回切換工事では、ホーム 9、10 番線と新設電留線並びに

東北縦貫線開業に伴う折返し設備を使用開始する（図-1）。 

３．切換計画 

（1）切換計画の策定  

今回計画した切換工事は、起点方の分岐器 1 組撤去及び新

設電留線と東京方を結ぶ軌道の敷設、終点方の分岐器 5 組撤

去、6組新設、1組の移動が主な作業内容である。特に終点方

については、2台の鉄道クレーン車を同時に用い、分岐器撤去・

敷設する計画とした。お客さまへの影響を極力減らすため当

日の作業量を縮小したが、概ね33時間に及ぶ大規模切換工事

となった。 

（2）輸送体系と施工間合 

当日の軌道工事は、横須賀線及び東海道線にて行う。この2

線を長時間運休することは、お客さまに多大な影響を及ぼす

ため、施工計画を変更し輸送計画を策定した（図-2）。その結

果、東海道線については 2 日目の日中時間帯を終日運休させ

33 時間に及ぶ施工時間を確保し、隣接する横須賀線について

は、1晩目の保守間合い時間で分岐器撤去、敷設を実施するこ

とで、2日目の日中時間帯を通常運行とした（表-1）。 

４．大規模切換におけるリスクマネジメント体制 

 線路切換実施までには、各段階における以下の手順を遂行

することによりリスクマネジメントを実施している。 

（1）大規模切換工事の指定  

2003 年に三鷹・国分寺間線路切換工事において、工事の終

了時間を大幅に遅延する事柄が発生した。こうした事態を受

け、社内では、本社鉄道事業本部長がお客様への影響を抑え

ることを最優先し、工事の難易度及び列車を止める時間の長

さ等を総合的に勘案し「大規模切換工事」を指定する。それ

を受けて支社長を本部長とする総合対策本部、輸送を管理す

る輸送対策本部、工事を監理監督する現地切換対策本部を設置 
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図-1 第3回切換工事略図 

《11月23日 土曜日》　
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図-2 第3回切換工事に伴う輸送計画 

表-1 軌道工事概略工程 
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する体制を構築した。 

今回の品川線路切換工事においては、土曜日の日中時間

帯に東海道線を終日運休させる計画であったため「大規模切

換工事」の指定を受け、支社長を対策本部長に据えた対策本

部の設置を行った（図-3）。 

【凡例】

事前敷設
当日新設
当日撤去

キーワード：大規模線路切換，リスクマネジメント、品川駅改良 
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図-3 品川線路切換体制略図 

（2）第1回判定会議 

 本社にて第1回判定会議が行われ、鉄道事業本部長は総合、

輸送、現地切換の各本部長へ切換計画が順調に進められてい

るかの確認を行う。この会議にて切換日、体制、間合い、概

略輸送計画が決定される。 

（3）現地切換体制会議 

 線路切換の 1 か月前までに、全スタッフを招集し、詳細な

切換計画、運転保安体制、輸送計画、リスク対策について確

認を行う。 

（4）第2回判定会議 

 線路切換の 1 週間前には、鉄道事業本部長は総合、輸送、

現地切換の各本部長に全ての線路切換の全ての準備が整った

ことを確認し、予定通り実施するか否かの確認を行う。 

５．リスク対策 

 線路切換に対する上記体制の他、あらゆるリスクを想定し

その対策を講じた（表-2）。具体的な対策についていくつか紹

介する。 

表-2 想定されるリスクと対策 
時系列 想定されるリスク 対策 

当日 

まで 

大規模地震等の 

自然災害発生 

・予備日の設定 

・自然災害時は対策会議にて中止判断 

作業 

着手時 
輸送障害発生 

・情報伝達のための連絡体制確立 

・遅延時分 30 分以内の場合は、運転整理を実施 

・大幅な列車遅延時における試運転列車の輸送計画策定 

作業中 

鉄道クレーン車等の大

型重機の故障 

・50t 軌陸クレーン 2 台を予備として準備 

・専門修理業者の手配 

隣接線への 

建築限界支障 

・事前に分岐器運搬、吊試験の実施 

・鉄道クレーン車の旋回リミッター搭載 

埋設物確認 ・事前に道床交換を実施 

終了時 線路閉鎖解除遅延 ・遅延時分ごとの輸送計画、お客さまの案内計画策定 

終了後 
軌道等に 

異常が発生 

・徐行運転実施体制の準備 

・非常時待機要員による復旧体制準備 

（1）試験施工実施によるリスク対策 

 終点方切換口は、配線が複雑であるとともに電柱や信号設

備等の鉄道施設が密集する箇所であり、分岐器の運搬や敷設

時に支障する可能性があった。そこで、敷設する分岐器に対

し、当夜のリハーサルを実施した。仮置き場所から運搬や敷

設等の一連の作業を試験施工で実施することで、支障物の確

認及び工程の把握が可能となり、当夜のリスクを低減した（写

真-1）。 

（2）営業線隣接施工に対するリスク対策 

 切換 2 日目の日中時間帯においては、営業線である隣接線

の横須賀線を走行させた状況での施工となる。そのため、使

用重機の施工を勘案し、横須賀線に支障させず、施工に極力

影響を与えない位置に安全ロープ配置する計画を策定した。

特に 455 イ号分岐器は東海道下り線に敷設するため、鉄道ク

レーン車に対する旋回リミッターを改良し、物理的に隣接線

の建築限界へ入らない対策を講じた（写真-2）。 

（3）鉄道クレーン車故障時のリスク対策 

今回の切換工事は、鉄道クレーン車 2 台を中心とした施工

を計画していたため、機械故障時のリスク対策として 50t 軌

陸クレーン2台を手配した。事前に専門業者と現地踏査し、1

台故障した場合、2台共に故障した場合をそれぞれ想定し施工

計画を予め策定した。 

（4）事前道床交換によるリスク対策 

 過去の切換工事において、施工中に支障物が発生し撤去に

時間を要し工事を遅延させる事象が発生した。そのため今回

の切換工事においては、分岐器撤去・敷設を行う箇所の道床

を事前に交換する計画とした。 

これにより計画線形上に 5 箇所の不明コンクリート基礎を

発見し事前に撤去することができ、当夜のリスクを低減する

ことができた。 

（5）工事遅延時の運転計画 

工事の遅れにより線路閉鎖解除が遅れた場合、東海道上り

線を横浜駅での折返し運転に変更するといった初列車への影

響を考慮したリスクダイヤを予め関係箇所と調整し策定した。

線路閉鎖解除予定時刻の 2 時間前には、リスクダイヤ使用の

可否を判断するよう事前に取り決めた。 

 

写真-1 試験施工実施状況 

写真-2 隣接線影響確認状況 

５．おわりに 

品川駅改良（Ⅰ期）第 3 回切換工事は、首都圏の主要線区

である東海道線を 2 日間にわたり運休する大規模な工事であ

ったが、事前のリスクマネジメントにより施工を実施するこ

とができた。今後も続く品川駅改良工事を全社的なリスクマ

ネジメントを確実に行い、計画通り実施していきたい。 

DC（ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｸﾛｯｼﾝｸﾞ） 

終点方 

鉄道クレーン車 

起点方 

東海道下り 11＃ 

東海道下り本線 

横須賀上り線 

東海道 

下り線 

総合対策本部 

（東京支社長） 

輸送対策本部 

（東京運輸車両部
長） 

現地切換対策本部 

（東京工事事務所
長） 

横浜支社 

八王子支社
支社 

大宮支社 

千葉支社 

施設作業責任者 

電気作業責任者 

参考文献 ・長嶋秀幸、安岡洋史 2011 年 「鉄道改良ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける大規模切換工事のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」構造物の安全性・信頼性論文集（土木学会） 

・荻島悠汰、安岡洋史、岡本浩 2014 年 「品川駅改良（Ⅰ期）第 3 回線路切換工事」 土木学会関東支部 

  

土木学会第69回年次学術講演会(平成26年9月)

 

-848-

 

Ⅵ-424

 


